
 

 

 

夏休み中に、町内すべての小中学校にオートロックを設置し

ました。各校とも新学期から運用を始めています。登下校時

以外は、原則として自動施錠しています。ただし参観日や行

事の際は解錠していることもあります。 

 

施錠中は右写真のインターホンを押して「名

前と用件」を伝えていただければ、職員室か

らリモートで解錠します。 

学校から出るときは、左写真の

解錠ボタンを押すか、ドア上部の

サムターンを

回すと一時的

に 解 錠 し ま

す。（学校によって異なります） 

その後、ドアが閉まるとまた自動施錠します。ご不便をおかけしま

すが、子供たちの安全のため、ご協力お願いします。 
 

 

 

○森林教育環境整備 

忠栄小では、夏季休業中に

公益社団法人「北海道森と緑の

会」の「森と水の森林ファンド事

業」助成で、新たな学校林活動

の推進など森林環境教育と樹

木整備の一環として、危険木

の伐採をおこないました。 

東神楽ではこういった様々

な事業を利用して教育環境を

整備しています。 

連 絡 先 

東神楽中学校 

83-2413（明石） 

 

東神楽小学校 

83-2344（青野） 

 

東聖小学校 

83-3055（箱﨑） 

 

忠栄小学校 

83-3205（長谷川） 

 

志比内小学校 

96-2146（松田） 

 

教育委員会 

83-5406（石山） 



 

 

○シュレッダーの更新 

昨年、老朽化により破損した

シュレッダーが更新になり職員

室に配備になりました。 

 

○デジタルキーボード更新 

教室で使用しているデジタル

キーボードが 5台配備されました。 
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「事務室だより」第 4 号を見てくれたわけではないでしょうが、「政府は来年の夏に間

に合うよう全国の公立小中学校にエアコンを整備するための予算措置をする」という報

道がありました。財源は国の「学校施設環境改善交付金」で、手続きは各市区町村が都

道府県を通じて交付金を申請、これを文科省が査定する仕組みのようです。 

北海道の最近の暑さは、保護者世代が子供の頃と違い、本州並みの高温が続くよう

になっています。実際、近年の教室温度は、6月にもなると 1時間目から 30度を超える

こともあります。今後、この異常気象が常態化し、さらなる気温上昇が予想されることを

考えれば、子供の命を守る教育環境整備として、また、災害時に避難所として機能する

学校の環境整備として、エアコン配備は最優先整備事項だと思います。 

実はこのエアコン、東京都などは普通教室・特別教室・体育館を含め９９％以上設置

済みなのに対し、千葉県などは０％と同じ公立学校とは思えないほど、教育条件や避難

所環境整備に差があります。 

今回、国は「全国の公立小中学校に配備する」といいながら、補助率は３割程度にな

るようです。となると、都道府県や市区町村は、少ない財源の中から残り７割を負担し

なければ設置できないことになります。教室用のエアコンの設置費用は高額です。こう

いった子供の命に関わる整備は、もう少し補助率を上げてほしいところです。 

まあ、補助率がすぐに上がるとも思えないので、メーカーとのタイアップや、クラウ

ドファンディング、ふるさと納税などを活用できるとよいですね。 


